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播種期を前進させた「コシヒカリ」
乾田直播栽培におけるLPの播種同時施肥

千葉県農林総合研究センタ一
生産技術部水田作研究室

之克原在

頃入水するかによって施用する被覆尿素の組み合

わせや窒素量が異なる。そこで 冬期にプラウ耕

後にレベラで整地した圃場(中粗粒グライ土)

へ， 2月下旬から 4月中旬にかけて「コシヒカ

リ」をディスク駆動式汎用不耕起播種機で播種

し，早期播種による出芽率と出芽始期に及ぼす影

響を調査した。

( 1 )播種期と出芽率

出芽率は， 4月第2半

句播種では， これまでの

慣行播種期と同程度の75%

以上であり，また3月第5

半旬播種も70%以上であっ

た(図 2)。一方，播種期

から出芽始期までの期間が

長い 2月第5半旬播種と 3

月第2半旬播種では，土中

の種子が腐敗して出芽率が低下する傾向であった

が，種子消毒を行うことで55%以上の出芽率は

長室

1 .はじめに

千葉県における水稲の乾田直播栽培は，排水施

設等の圃場条件が整った地区で定着し，播種適期

は4月中旬とされている。しかし，九十九里沿岸

や利根川沿岸の低地水田では 4月中旬頃には周

辺の水田でかんがいが始まるため(図 1) ，地下

図 1.千葉県における取水期間と稲作期間
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図2. 播種期別の出芽率(レベラ整地園場)
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水位が上昇して矯種作業が困難となり，また出芽

が不良となるため普及していない。普及を図るた

めには，周辺水田のかんがいが始まる

前の，土壌水分が低い 2月下旬から 3

月中旬まで播種期を前進させる必要が

ある。そこで，播種作業や出芽・苗立

ちの安定化を図るとともに，慣行移植

栽培並みの収量を得るための必要な苗

立ち数と，肥効調節型肥料 (LP:被

覆尿素)を組み合わせた基肥全量施肥

法を検討した。

2. 早期播種における出芽率と出芽始

期並びに成熟期

直播栽培では，入水するまでにどれ

くらいの苗立ち数が得られるかによっ

て生育や収量が異なる。また，早期播

種の場合，いつ頃出芽が始まり，いつ
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がある。この予測式に，本試験の結果

をあてはめたものが図3の線であり，

千葉県におけるレベラ整地とディスク

駆動式汎用不耕起播種機による早期播

種体系への利用は可能と考えらた。こ

のため，この予測方法により，播種か

ら出芽始期までの期間，並びに入水時

期を推定することとした。

また， 3月上旬播種における「コシ

ヒカリ」の幼穂形成期や成熟期(図

4) は， 4月中旬までに移植された

「コシヒカリJに比べて遅かったが，

4月第5半旬から 5月第2半旬に移植

した場合とほぼ同じであり 幼穂形成期は7月第

1半旬，成熟期は9月第2"-'3半旬であったこと

から，水利の問題はないと判断された。

3.全量基肥栽培を前提とした好適な苗立ち数と

目標とする穂数，収量

早期播種による「コシヒカリ」の乾田直播栽培の

利点は，移植に比べて耐倒伏性が強く，春作業の

労力競合を回避できる点である。しかし，本栽培法

においても，生育が過剰になれば倒伏程度は大き

くなり，品質の低下をまねくことになる。そこで，

倒伏を避けながら移植水稲並みの収量を得るため

に必要な苗立ち数及び穂数について調査した。

( ， )目標収量と好適な穂数
3月6日に播種し 苗立ち数50"-'

125本1m2の状態で、試験した場合，Iコ
シヒカリJの精玄米重は慣行移植並み

の480"-'600kg/10aであった。穂数と

精玄米重との関係から，目標収量を

540"-' 5 7 Okgl 1 Oaとした場合の穂数

は，慣行移植栽培並みの380"-'430本

1m2であり，この範囲を超えると籾数
が過多となって収量は低下する傾向で

あった。また，中程度を超える倒伏

は，穂数が350本1m2以上で発生する
傾向であった。しかし，これ以上であ

っても倒伏が軽度の地点もあり，苗立

ち数の違いが影響していると考えられ

た(図 5)。
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図3.播種目と出芽始期との関係(レベラ整地)
注)図中の線は日平均気温11.5
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得られた(データ省略)。

(2)播種期前進による出芽始期と成熟期

「コシヒカリ」における播種期と出芽始期との

関係をみると， 3月の降水量が少なかった2002

年においては出芽始期がやや早くなったが， 5か

年の傾向として 2月第 5半旬から 3月第 5半

旬に播種した場合，大きな差は認められず，出

芽始期は4月18日前後(千葉市)と推定された

(図 3)。

出芽始期の予測方法としては有効温度 (T)を

日平均気温 (t) 11.5
0

C以上とし 有効積算温度

(E)が500Cに達する日 とする愛知県の予測式

図4. 早期乾直と移植の成熟期
注)乾直の値は2002""2006年の3月上旬播種
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1m2前後を得るために必要な播種量

は，出芽率が55%以上の2月下旬から

3月上旬の播種では5.5'"'-'6.0kg/10a，

出芽率が70%以上の 3月中旬播種で

は4.5'"'-'5.0kg/10aと考えられる。

4.播種溝全量基肥における肥料の選

定と栽培実証

これまでの乾田直播栽培では，代か

きをしないために土壌から発現する窒

素が少なく，窒素を数回分施したり被

覆尿素を利用したりして窒素の利用率

向上を図る必要があった。そこで，被

覆尿素を播種と同時に施用する方法

(播種溝全量基肥体系)について壌土の

半湿田(慣行移植の窒素施用量は基肥

3kg/10a，穂、肥3kg/10a)で調査した。

( ， )播種同時施肥が出芽と苗質に及ぼす影響
側条施肥した場合 種子と肥料の接触がないた

めに出芽への影響は認められなかった。施肥区に

おける入水前の苗乾物重は無施肥区より大きく

(図 7)，また，入水後は分げつの発生が早くな

り，初期の茎数は多かった口!このことから，畑期

間中における窒素の必要性が示唆されたが，基肥

全量施用を前提にし より高い肥効率を得ると:す

ると播種溝内で種子と肥料を接触(以下，播種溝

施目印させる必要がある。これは，畑期間の苗生

育を促す一方で出芽率を低下させるこ

とが懸念される。そこで，窒素形態の

異なる 4種類の肥料を用い， 10a当た

り窒素施用量で4水準を設定して播種

溝施肥し，出芽率を調査した。

それぞれの肥料ともに，窒素施用

1kg/10a区の出芽率は無施用区並みで

あり影響は認められなかった。高度化

成 (8-22-12) と塩安の2kg/10a区

では出芽率が明らかに低下し，施肥量

の増加に伴ってさらに低下した。しか

し， LP70を施用した区の出芽率は，

いずれの施肥量であっても出芽率は無

施用並みであった。また，窒素成分の

内の80%がLP100に由来する複合化

成の場合，8kg/10a区(速効性窒素

図5. 穂数と収量との関係
(2003 -2004， 3月6日播種，全地点)

注)塗りつぶしは倒伏が中程度以上
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(2 )好適な苗立ち数

穂数の増加に伴う稗長の伸長は，苗立ち数が少

ない場合ほど大きい傾向であった。苗立ち数100

本1m2の試験区は 穂数が目標収量に相当する好

適な範囲にあった。しかし 苗立ち数50本1m2区
と75本1m2区では穂数が380本1m2以下で、稗長が

大きくなり，125本1m2区で、は穂数が430本1m2を
超えて過剰となり中程度以上の倒伏が発生した

(図6)。

よって， Iコシヒカリ」に好適な苗立ち数100本

、て I図6. 苗立ち数別の穂数と稗長との関係
注)2003-2004， .3月6日播種，全地点
塗りつぶしは倒伏が中程度以上

050本1m2

ム75本1m2

ロ100本1m2

0125本1m2

530 

• 

480 

巴h

v

'

 

380 430 
穂数(本1m2)

。
。〈
∞θムOA伊

330 

110 

90 

75 
280 

85 

80 

100 

5 
υ 

~ 
g止

105 

95 



平成21年4月1日 農業と科 学 第三種郵便物認可 (13)

・町川川11，..喝川川l川.."，，，，， 1・川町田・・."， 11 1 '....1 111111川'‘“1"11 11 ' ，....山"，・・ 11 ・‘岨~.，' I・ 11" ・・4川II'IJ"ー‘川川1'11...."'." ・・・・，， ~II ・H ・ 1111・a・ 'IJ川川 ....III'....'I... "，1I 111 ， .H... .，川II ， tl lI .."II"I"I"''' ・ a ・， It. ， h ，，"'''''''・I・ '1''''問11..11. ， 1' '9

の目標収量は540'"5 7 Okg/ 1 Oaであ

る。この場合， 目標穂数を得るために

は，基肥窒素を3.3kg/l0a，穂肥分の

窒素として2.5kg/l0aを施用する必要

がある。そこで 基肥と穂肥の全量を

播種溝施肥する場合の被覆尿素のタイ

プを，実測の地温と前述の窒素量を全

農開発プログラム(施肥名人)に当て

はめて検討した。

基肥として利用できるタイプは，

LPS40とLP70のいずれかであった

が，溶出の開始時期は， LPS40単用で

は早期播種において予想される出芽始

期以降であった。また， LP70では出

芽揃い期までに窒素がlkg/10a(3.3 

kg/10a施用の場合)以上溶出して出

芽への影響が心配された。また溶出期

間が幼穂形成期前の下位節間の伸長期

まで持続するため 倒伏への影響が懸

念された(図 9)。この結果から，基

肥分の被覆尿素は LPS40とLP70を

配合して播種溝施肥に用いることとし

た。なお，穂肥分としての被覆尿素は

LPSS100とした。

( 3)全量基肥栽培による実証

LPS40， LP70及びLPSSI00を

用いて，窒素成分量の比率で 3種類

(LPS40 : LP70 : LPSSI00= 2 : 1 : 

2)あるいは2種類 (LP70: LPSSI00 

=3 : 2)を配合し，総窒素量6kg/l0a

を播種溝に施用する 2つの全量基肥体

系区を設けた。また 全量基肥体系区

におけるLPSSI00を除いて，基肥分の組み合わ

せ (LPS40: LP70= 2 : 1とLP70単用)は同じ

で，出穂前20日に穂肥をNK化成で施用する 2つ

の分施体系区を設けて比較した。

いずれの施肥方法であっても 播種溝内で種子

と肥料が接触することによる出芽への影響は認め

られず，また収量差も認められなかった(図10)。

しかし，全量基肥体系の場合基肥としてLPS40

とLP70を配合して施用した方が LP70単用と比

べて稗の伸長に及ぼす影響は小さかった。これは，

図7. 播種時の施肥と苗質
注)2003年 3月6日播種，複合化成で、N2kg/10aを
側条施肥， 5月10日調査，図中の棒線は標準偏差
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で出芽率の低下が認められた

の乾田直播栽培

1.6kg/l0aを施用)

(図 8)。

以上のことから，早期播種による乾田直播栽培

において，播種溝施肥した肥料の溶出による出芽

への影響を回避し，さらに，出芽後の窒素栄養を

補うためには，出芽揃い期に溶出が始まる被覆尿

素，あるいは出芽揃い期までに溶出する窒素が

1.0'" 1.5kg/ 1 Oaのタイプが必要と考えられた。

(2 )被覆尿素の組み合わせ

千葉県における「コシヒカリ」
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「コシヒカリ」の場合 下位節聞の伸

長期にあたる 6月下旬，_7月上旬は，

まだ基肥分として施用したLP70の溶

出が継続していることに加えて，すで

に穂肥分として施用したLPSSI00の

溶出が始まっている時期であったこと

から，基肥をLP70単用とした試験区

の方が下位節間の伸長期に溶出する窒

素量が多くなって稗を伸長させたと考

えられた。

5. おわりに

千葉県において 「コシヒカリ」を

早期播種で， LPを播種と同時に溝施

肥して乾田直播栽培した場合の， rコ
シヒカリ」の収量は慣行移植並みであ

り，成熟期は， 4月下旬から 5月初旬

に移植した場合とほぼ同じであった。

したがって， この時期の移植分を早期

播種によって代替することで，春作業

の分散を図ることが可能になる。

成熟期

全量基肥体系における積算の溶出窒素量
幼穂形成期 出穂期
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図10.施肥法別の精玄米重
注)図中の棒線は標準偏差の幅。分施体系の穂肥はNK化成を，
全量基肥体系ではLPSSI00を播種時に施用
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